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め、質問紙調査を実施した。調査は 2014 年 1 月下旬か
ら 2 月中旬にかけて行われた。長崎県内の 6 大学と 1 専
門学校に在籍する日本語学習者を対象に質問紙を配布し、
その場で、あるいは後日回収し、136 名から回答が得ら
れた。調査対象者の日本語学習歴は、1 年から 4 年まで












































































(6) = 13.72, p <  
0.05／授業外での経験：χ
２














































に作成した。調査は 2015 年 2 月にインターネットまた





































「よく」が 0 名（ 0％）、「ときどき」が 17 名
（37.0％）、「あまり」が 22 名（47.8％）、「ほとんど」































図 4. よく使うゲームの分類 
 
次に、ゲーム使用経験がある者によく使うゲームを自























機会を与える」で 9.9％であった（表 3）。 
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